
内う
ち

野の

〔
西
京
の
ひ
が
し
を
い
ふ
、
一
番
町
よ
り
七
番
町
ま
で
あ
り
。
上
古
大
内
裏
の
御
時
、
皇
城
の
内
な
る
ゆ
へ
委
き
は
大
内
野
と
い

ふ
。
明
徳
の
頃
、
山
名
氏う
ぢ

清き
よ

謀
叛
し
て
足あ
し

利か
ゞ

義よ
し

満み
つ

公
と
こ
ゝ
に
て
戦
ふ
、
こ
れ
を
内
野
合
戦
と
い
ふ
。
今
は
民
家
建
つ
ゞ
き
て
飛
絮
飄
花
の

家
所
々
に
見
へ
て
提
琴
三
弦
の
音
常
に
聞
ゆ
〕

新

六

帖
　
　
い
か
に
せ
ん
内
野
の
芝
生
年
を
へ
て
あ
ら
ぬ
つ
く
り
に
せ
ば
く
な
る
よ
を
　
　
為
　
　
　
　
　
家

新

後

拾
　
　
九
重
の
内
野
の
雪
に
跡
つ
げ
て
遥
に
千
代
の
道
を
見
る
か
な
　
　
　
　
　
　
　
少
　
将
　
内
　
侍

国こ
く

生し
や
う

寺じ

〔
内
野
五
番
町
に
あ
り
、
浄
土
宗
黒
谷
に
属
す
、
本
尊
阿
弥
陀
仏
は
慈
覚
大
師
の
作
、
立
像
四
尺
許
な
り
。
真し
ん

如に
よ

堂だ
う

同
木
の
尊

影
な
り
と
ぞ
〕

太た
い

子し

堂だ
う

〔
門
前
に
あ
り
、
聖
徳
太

し
や
う
と
く

子
御
自
作
の
影
を
安
置
す
。
御
父
用
明
帝
御
悩
平
癒
の
た
め
三
宝
を
御
祈
の
相
好
な
り
、
故
に
孝
養
の

尊
像
と
称
す
〕
烏う

樞す

沙さ

摩ま

明
王
み
や
う
わ
う〔

太
子
堂
脇
壇
に
安
置
す
、
化
人
の
像
〕

祥し
や
う

光く
わ
う

寺じ

〔
内う
ち

野の

六
番
町
に
あ
り
、
浄
土
宗
西
山
派
。
本
尊
阿
弥
陀
仏
、
立
像
五
尺
許
。
開
基
は
俊
鳳
和

し
ゆ
ん
ほ
う

尚
な
り
。
此
人
専
修
専
念
の
法

味
を
都
鄙
に
勧
け
れ
ば
、
四
方
の
道
俗
歩
を
運
び
、
脱
法
の
聴
衆
群
集
し
て
稲
麻
の
ご
と
し
、
遂
に
宝
暦
年
中
此
寺
を
草
創
し
て
常
行
念
仏

の
道
場
と
は
な
し
ぬ
〕



竹ち
く

林り
ん

山さ
ん

福ふ
く

勝し
や
う

寺じ

〔
出で

水み
づ

通
千
本
の
西
に
あ
り
、
真
言
宗
小
野
随ず
ゐ

心し
ん

院
に
属
す
〕
本
尊
〔
薬
師
仏
、
不
動
尊
〇
二
躯
を
本
尊
と
す
、
共

に
弘
法
大
師
の
作
な
り
。
開
基
は
覚か
く

済せ
い

僧
正
〕

福ふ
く

聚じ
ゆ

山さ
ん

慈じ

眼げ
ん

寺じ

〔
同
街
七
本
松
の
東
に
あ
り
、
禅
宗
曹
洞
尾
州
名な

護ご

屋や

万
松
院
に
属
す
〕

本ほ
ん

尊ぞ
ん

聖
観
音

し
や
う
く
わ
ん
お
ん〔

延え
ん

鎮ち
ん

の
作
、
坐
像
五
寸
許
、
洛
東
清
水
寺
の
本
尊
と
同
木
同
時
の
作
な
り
〕
開
山
は
大だ
い

雲う
ん

永え
い

瑞ず
ゐ

和
尚
、
本
願
は
陸む

奥つ
の

守か
み

成な
り

正ま
さ

な
り
。〔
此
人
は
織お

田だ

信
長
公
の
伯
父
な
り
。
当
寺
肇
は
西
陣
石
屋
の
辻
子
に
あ
り
、
其
跡
を
今
慈じ

眼げ
ん

寺
の
辻
子
と
い
ふ
。
中
頃
京
極
丸

太
町
の
北
に
う
つ
し
、
寛
永
年
中
又
今
の
地
に
う
つ
す
。
抑
曹
洞
宗
祖
越
前
永
平
寺
道
元
和
尚
、
常
に
謂
京
師
は
繁
華
の
地
に
し
て
沙
門
の

居
る
べ
き
所
に
あ
ら
ず
と
な
り
、
故
に
洞
家
の
寺
院
稀
な
り
、
今
京け
い

師し

に
在
る
所
は
宗そ
う

仙せ
ん

寺
、
天て
ん

寧ね
い

寺
、
当
寺
共
に
三
ケ
所
而
已
な
り
〕

観く
わ
ん

音お
ん

寺じ

〔
七
本
松
通
出
水
に
あ
り
、
浄
土
宗
百
万
遍
に
属
す
〕
本
尊
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

〔
慈じ

覚か
く

大
師
の
作
、
立
像
三
尺
一
寸
。
開
基
は
方は
う

誉よ

梅ば
い

林り
ん

上
人
、
慶
長
十
二
年
の
創
建
な
り
〕

観
音
堂

く
わ
ん
お
ん
だ
う〔

門
内
に
あ
り
。
本
尊
は
安
阿
弥
の
作
、
立
像
一
尺
七
寸
一
歩
。
応
永
年
中
疫
時
行
し
頃
、
山
名
重し
げ

氏う
ぢ

此
観
音
に
祈
願
し
諸
人
を
助

く
、
其
時
此
堂
を
再
興
す
、
報
恩
の
為
多
く
の
人
聚
る
ゆ
へ
千
人
堂
と
呼
ぶ
。
洛
陽
め
ぐ
り
の
第
廿
七
番
な
り
〕


